
日
の
出
舎

や
っ
た
ー
。じ
ゃ
が
い
も
と
れ
た
よ
。
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SSKP わたしたちは、信頼と希望と愛の輪で社会をつなぎます

本

年

度

�

聖

句

あ
な
た
が
た
の
天
の
父
は
、
求
め
る
者
に
良
い
も
の
を
く
だ
さ
る
に
ち
が
い
な
い
。

だ
か
ら
、人
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
こ
と
は
何
で
も
、
あ
な
た
が
た
も
人
に
し
な
さ
い
。

「
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
」
第
７
章
11
節
〜
12
節

日
の
出
舎

や
っ
た
ー
。じ
ゃ
が
い
も
と
れ
た
よ
。

9

理
事
長�

齋
藤�

金
義

信
仰
、
希
望
、
愛

　
パ
ウ
ロ
は
コ
リ
ン
ト
信
徒
へ
の
第
一

の
手
紙
、第
13
章
に
お
い
て
、愛
に
つ
い

て
述
べ
て
い
る
。有
名
な
箇
所
で
あ
る
か

ら
ご
存
知
の
方
も
多
い
と
思
う
。こ
の
中

で
、パ
ウ
ロ
は
、「
ど
ん
な
言
葉
で
人
々
に

語
っ
た
と
し
て
も
、愛
が
な
け
れ
ば
や
か
ま
し
い
鐘
や
騒
が
し

い
鉢
と
同
じ
で
あ
る
。ま
た
、た
と
え
全
財
産
を
人
に
施
し
た

と
し
て
も
、ま
た
、自
分
の
身
体
を
や
か
れ
る
た
め
に
渡
し
て

も
、愛
が
無
け
れ
ば
一
切
は
無
益
で
あ
る
。愛
は
い
つ
ま
で
も

絶
え
る
こ
と
が
な
い
。し
か
し
、預
言
は
す
た
れ
、異
言
は
や

み
、知
識
は
す
た
れ
る
で
あ
ろ
う
。」と
述
べ
、最
後
に
、「
い
つ

ま
で
も
存
続
す
る
も
の
は
、信
仰
と
希
望
と
愛
と
、こ
の
三
つ

で
あ
る
。こ
の
う
ち
で
最
も
大
い
な
る
も
の
は
愛
で
あ
る
。」と

結
ん
で
い
る
。人
生
に
お
い
て
、神
へ
の
祈
り
は
信
仰
で
あ
り
、

生
き
る
勇
気
は
希
望
で
あ
る
が
、そ
れ
ら
全
て
、人
生
に
意
味

を
与
え
、私
た
ち
の
人
生
を
完
成
す
る
も
の
が
愛
で
あ
る
と
、

パ
ウ
ロ
は
い
う
。言
い
換
え
る
と
愛
を
欠
い
た
、愛
の
な
い
人

生
は
、無
意
味
で
、空
虚
で
、価
値
が
な
い
と
も
い
え
る
。私
た

ち
は
、愛
を
も
っ
て
、語
り
掛
け
、愛
を
も
っ
て
、祈
っ
て
い
る

だ
ろ
う
か
。愛
の
眼
差
し
を
も
っ
て
全
て
の
こ
と
に
当
た
っ
て

い
る
だ
ろ
う
か
。日
々
、刻
々
、心
し
た
い
も
の
で
あ
る
。
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新
任
職
員
研
修

　
５
月
25
日
に
２
０
２
２
年
度
新
任
職
員
研
修
を
実

施
し
ま
し
た
。対
象
は
、２
０
２
１
年
６
月
〜
２
０
２

２
年
４
月
に
入
職
し
た
職
員
６
名
で
す
。

　

当
日
は
、日
の
出
エ
リ
ア
の
職
員
は
世
田
谷
の
事

業
所
を
、世
田
谷
エ
リ
ア
の
職
員
は
日
の
出
の
事
業

所
を
見
学
し
た
後
、府
中
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
会
議

室
に
集
合
し
、講
話
の
受
講
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

行
い
ま
し
た
。近
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

対
策
で
、見
学
会
を
中
止
し
て
お
り
ま
し
た
が
、今
年

度
は
感
染
者
数
が
減
少
し
て
い
た
こ
と
か
ら
再
開
を

試
み
ま
し
た
。普
段
の
業
務
の
中
で
他
事
業
所
を
訪

れ
る
機
会
は
少
な
く
、新
任
研
修
内
で
の
見
学
は
自

身
が
勤
務
し
て
い
る
事
業
所
と
の
違
い
を
知
る
貴
重

な
機
会
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

見
学
後
は
齋
藤
理
事
長
と
保
坂
業
務
執
行
理
事
に

よ
る
講
話
を
聞
き
ま
し
た
。齋
藤
理
事
長
よ
り
泉
会

の
経
営
理
念『
信
頼
と
希
望
と
愛
の
輪
で
社
会
を
つ

な
ぎ
ま
す
』に
つ
い
て
丁
寧
に
説
明
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。説
明
を
受
け
た
新
任
職
員
の
中
に
は「
経

営
理
念
を
意
識
し
て
業
務
に
励
み
ま
す
」と
決
意
を

新
た
に
し
た
職
員
も
い
ま
し
た
。次
に
保
坂
業
務
執

行
理
事
よ
り
泉
会
の
諸
規
程
・
沿
革
の
説
明
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。新
任
職
員
は
緊
張
し
な
が
ら
も
真

新
任
職
員
研
修
担
当
　
石
黒 

貴
之

２０２２年度

剣
な
表
情
で
講
話
に
耳
を
傾
け
、報
告
書
に
も「
泉
会
の

歴
史
を
よ
り
深
く
知
り
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
」と
い

う
感
想
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、新
任
職
員
へ

の
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
基
に
テ
ー
マ
を
決
定
し
実

施
し
ま
し
た
。新
任
職
員
が
日
頃
事
業
所
内
の
会
議
で
意

見
を
挙
げ
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
が
、新
任
職
員

同
士
が
集
ま
っ
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
活
発
に
意
見

が
交
わ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。お
互
い
の
意
見
を
受
け
入
れ

共
有
し
て
い
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
を
参
加
者
全

員
に
配
布
し
、新
任
職
員
の
困
っ
て
い
る
こ
と
や
嬉
し
い

こ
と
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。管
理
職
に
と
っ

て
も
、新
任
職
員
の
考
え
や
気
持
ち
を
理
解
し
、日
頃
の

業
務
に
お
け
る
配
慮
に
生
か
す

こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

新
任
職
員
の
皆
さ
ん
も
、今

後
、後
輩
が
入
職
し
て
き
た
時

に
は
、嬉
し
か
っ
た
こ
と
や

困
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
、共

感
や
フ
ォ
ロ
ー
を
し
な
が
ら
信

頼
関
係
を
築
い
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
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新 任 職 員

コイノニア
かみきた

稲山　静香
いなやま　しずか

飲食店で
接客業

岡本福祉
作業ホーム

小金丸　知夏
こがねまる　ちなつ

キャビン
アテンダント

林業・農業

日の出舎

松本　純
まつもと　じゅん

日の出舎

井手口　明子
いでぐち　あきこ

行政関係
の事務

田中　慧治
たなか　けいじ

カメラマン

玉堤分場

日の出舎

中曽根　妃紗子
なかそね　ひさこ

未経験業種
の事務

福
祉
業
界
以
外
で

働
い
て
み
た
い
職
種

障害者虐待防止の更なる推進のため取り組みました。
・虐待防止委員会の設置・開催、計画書作成、チェックとモ
ニタリング、研修会の実施など。
規程類の見直し及び法改正等への対応を行いました。
・女性活躍推進法、育児・介護休業法など。
役員の改選を行いました。
・評議員、監事、理事の選任・解任。
・理事長の交代。

02

法人設立６８年。設立に尽力された方々の想いを受け継ぎ、
経営理念の３つのキーワード「信頼、希望、愛」に基づき事業
活動を実行しています。

法人本部
感染症対策として新たに食事の二部制、活動場所のレイ
アウト変更を行い、さらに職員の抗原検査を毎週定期的
に行いました。
就労移行支援事業を廃止し、代わりに生活介護事業の定
員を増員しました。
経費削減委員会を設置し、メンバーが中心となり光熱水
費や消耗品の節約に取り組みました。

❶

❷

❸

❶

❷

❸

❶

❷

❸

❹

❶

❷

❶

❷

❶

❷

❶

❷

❶

❷

❶

❷

❶

❷

泉の家

コロナ感染者数の増大により、安定した福祉サービスの
利用が難しい案件がありましたが、各関係機関と連絡調
整を行い、利用者の安全と安心の確保につなげていきま
した。
「正確に聞き取る」をテーマに、所内研修を実施しました。

相談支援センターおかもと

昨年度の経験を活かしてコロナ禍の中でもできることを
考えて活動しました。
就労継続支援B型は出張販売先を増やし、生活介護事業
は近隣保育園や小学校に作品を寄贈するなど、地域の
方 と々交流する機会が増えました。

コイノニアかみきた

感染対策をしながら実施したクリスマス会はゲームや食
事を全員で参加して楽しむことができました。
毎月開催したスタッフミーティングでは利用者支援につい
ての確認や情報共有の機会となりました。

グループホームこいのにあ

日々の活動や行事において、感染対策を講じながら、代
替開催を昨年度以上の内容・回数で実施しました。
自らの言動や他者の支援を客観的にみるために、支援・
接遇の研修を実施し、職員一人ひとりの気付きにつなげま
した。

岡本福祉作業ホーム
岡本福祉作業ホーム玉堤分場

年間の収入は１４，２１６，４６８円、平均工賃月額は４６，
７６５円となりました。感染症流行下でも、これまでの経
験と実績による木工受注増で大幅な売上減少を防ぎ、若
年層の利用者の技術向上も図ることができました。
この高工賃を活かせる利用者の社会参加と自由と自立を
めざし、運営参加のための利用者安全委員会の設置やア
ンケートの実施、新たな役割活動を展開しました。

就労日の出舎

基本的な介護・生活支援がなされているかを確認・共有
化し、研修を実施しました。
危険個所の点検を実施し、リスクマネジメント委員会で検
討、現場にフィードバックしました。
虐待防止・人権研修を実施、また虐待防止委員会、身体拘
束適正化委員会を再編して開催しました。
充実した日課となるように日中活動のカリキュラムや職員
体制を再編成しました。

日の出舎

新型コロナの影響で面談など思うようにいかない中でも、
できるだけ直接ご本人の意見を取り入れてモニタリング報
告書やサービス等利用計画を作成しました。
必要に応じて高齢者福祉など他分野との協力・協働を行
いました。

相談日の出舎

利用者・職員とも、新型コロナ感染者を一人も出すことな
く、元気で過ごすことができました。
コロナ感染予防対策などでの中止が２回あったものの、
ほぼ毎月職員研修を実施することができ、職員のスキル
アップへの一助とすることができました。

グループホームのぞみ
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2021年度
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切
り
絵
を
上
手
く

制
作
出
来
ま
し
た
♪

才
能
あ
ふ
れ
る

作
品
の
数
々

鯉
の
ぼ
り
づ
く
り
は

大
変
だ
っ
た
け
れ
ど

頑
張
っ
て
作
り
ま
し
た
！

薪
束
セ
ッ
ト
作
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す

こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の

薪
束
が
集
ま
っ
て
い
ま
す

き
れ
い
に

並
ん
で
乾
燥
中
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日の出舎

　６月３日（金）～５日（日）までの3日間、福生駅のプチギャラ
リーにて実に約３年ぶりとなる作品展を開催しました。
　コロナ禍で厳しい状況が続く中でも、日中活動では陶芸、編
み物、貼り絵、人物絵などたくさんの作品ができあがっていたの
で、やっと皆様の目に触れていただけることをとても楽しみにし
ながら準備を進めていました。
　ポスターやハガキを見て、利用者のご家族や以前勤めていた
職員が来場してくださいました。JR福生駅に直結している会場
はとても人通りが多く、入り口の看板を見てふらっと入ってきて
くださる方もいて立地条件が最適でした。
　利用者と見学に行った時には、部活帰りの女子中学生が来場
し、色鮮やかな作品を見てとても感動されていました。
　その中学生とのやりとりの中で嬉しい出来事があったので、
そのことを記事に載せて良いかと利用者に聞いたところ、ご本
人が文字に起こして下さいました。

　私の作品を見ていた中学生の女の子が、この作品は誰が描い
たのですかと聞いて来ました。「私が描きました。」そうしたら、
女の子がどうやって描いたのですかと色々聞いてくださって、そ
れに対して私も説明させていただきました。中学生の女の子が、
私が描いた作品に興味を持ってくれたのが、とても嬉しかった
です。これを機会に色 と々描いていこうと思います。

　(金子二三男)
　この方は今回初めて作品作りと出展をしました。作品を見て
「すごーい！」「キレイ！！」と高いトーンで話す彼女の声を直接
聞くことができご本人もそして私達も感激してしまいました。
　今後も、利用者が作り上げてきた作品を施設内に留めるので
はなく、外へ発信していきたいと思えるとても有意義な作品展
となりました。

久しぶりの作品展開催！ 中西　美奈恵

　新年度の体制となり2ヶ月以上が過ぎました。新しく森施設
長・小林課長が加わり、松浦職員が産休から復職しました。そ
して、あきる野学園出身の利用者が今年度から通所することと
なり、職員も利用者も増え、頑張って作業を行っています。
　現状は木工中心の売上のため、新たな受託作業を展開する
営業を行い、職場では職員同士で話し合いをしながら、仕事を
しています。以前より職員も増えたおかげか、職場は明るく働き
やすい雰囲気です。元々いる利用者も元気に働いており、活気
のある職場となりました。
　新規受託作業を探している中で、木工の取引先企業より薪作

りをやってもらいたいと要望があり、新規作業として行うことに
なりました。今まで木工の作業に入れなかった利用者も支援し
ながら作業に参加できるようなり、利用者の成長を感じること
も増えました。就労日の出舎で探していた待望の身体を使う作
業は、将来的にも様々な利用者が関われる作業だと思います。
就労日の出舎の仕事の柱となるよう、この作業を大切にしなが
ら売上が増えるように頑張ります。
　これからも利用者に作業提供をしっかり行い、社会参加や
今後の就労移行などにつながるよう支援します。

新年度の体制となって!! 古川　真矢

就労日の出舎

05

い
た
だ
き
ま
す
！

お
弁
当
を
作
る
様
子

に
興
味
津
々
！

何
を
話
そ
う
か
な
♪

想
い
よ
届
け
！

1977年7月24日第三種郵便物認可（毎月1、2、3、5、6、7の日18回発行）2022年7月24日発行（SSKP通巻7940号）

準備万端で参加された方もいました。10分という限られた時間
ではありましたが、好きなゲームや将来やってみたいことなど普
段あまり聞けないことを聞くことができました。作業場とは雰囲
気の違う会議室で行いましたが、緊張した様子もなくリラック
スして楽しそうにお話されていた姿が印象に残りました。
　初めての試みでしたが、利用者からは「楽しかった」「次は何
を話そう」という感想があり、ご家族からも「楽しそうに様子を
報告してくれました」と好評で、職員一同、開催して良かったな
と改めて感じました。今後も、日々の活動の中で利用者から頂
いた要望を色々なかたちで企画・実現していきたいと思ってい
ます。

　利用者の方が口を揃えて「暑い～」と汗を拭きながら通所され
る季節が訪れました。コイノニアかみきたでも、四季を問わず利
用者に楽しんでいただけるような機会を日々模索しております。
　6月30日、1年ぶりの食事イベントが開催されました。こちら
は、施設の駐車場にキッチンカーを招き、お好みのお弁当を昼ご
はんとして頂く、昨年も利用者に大好評のイベントでした。
　受け取り場所の駐車場に向かう際も、「暑い！」「お腹すきまし
た～」という言葉が飛び交っていましたが、自分の順番が回って
くると、店員の方に「ありがとうございます！」と伝えて受け取っ
ていました。
　いつも通り、全員が揃ってからお弁当を頂き、「お肉美味し
い！」と笑顔で話されていました。美味しいお弁当、特別感も味
わえるこの食事イベント。次回はどんなキッチンカーが来るで
しょうか？

　就労継続支援B型では、一部の利用者から「職員と色々なお
話をしたい」という声が以前からあがっていました。
　どうしても作業が中心になり、利用者と職員のコミュニケー
ションが十分に取れない時があります。
　なるべく休憩時間などで個々にお話を伺うようにしています
が、実は話したくてもなかなか言い出せない方が他にいるかも
しれない・・と考え、職員で話し合い、毎月1回『10ミニッツトーク
ＤＡＹ』と称する10分間のおしゃべりタイムを設けることにしま
した。
　趣味や気になるニュース、愚痴も含め話題は何でもOK。参加
を呼び掛けると、6月の初開催時には13名から手が挙がりまし
た。写真を持参する方や話題をメモに書いてまとめてくるなど

食事イベント開催！ 稲山　静香

コイノニア
かみきた

泉の家
10ミニッツトークDAY 池田　征怜仁



イラスト：小林様
文：大柳様

泉会感謝録（22年4月～22年6月、順不同・誤字等失礼がありましたら、ご連絡ください）

　みなさまからの温かいご寄付とボランティア活動に心より感謝申し上げます。
またこのほかの方々の様々なご協力にも厚く御礼申し上げます。

みなさまの支えが私たちの力となっています。
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行
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B
型
、生
活
介
護
、短
期
入
所
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定

相
談
支
援
、共
同
生
活
援
助
等
の
事

業
を
運
営
し
て
い
ま
す
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業
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で
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利
用
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的
に
沿
っ
て
、利
用
者

の
望
む
自
立
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ

う
に
支
援
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行
っ
て
い
ま
す
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ど
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献
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て
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活
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極
的
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よ

う
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い
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。

　
友
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に
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だ
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に
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だ
け
る
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お
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じ
ま
す
が
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々
努
力
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て
い
る
利
用
者
の
福

祉
を
前
進
さ
せ
る
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す
。

　
個
人・団
体・法
人
の
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れ
で
も

結
構
で
ご
ざ
い
ま
す
。

感　謝
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2021年度友の会決算報告書
予算　　　　決算　　　　増減

収入の部

支出の部

300,000

0

0

300,000

 24,808

324,808

200,000

 20,000

15,000

0

20,000

14,000

0

50,000

319,000

-19,000

5,808

友の会費

ﾁｬﾘﾃｨｰｺﾝｻｰﾄ収入

銀行利息

当期収入合計(A)

前期繰越金

収入合計(B)

社会福祉法人泉会へ寄付

振込手数料

事務備品

消耗品費

交通費

通信費

ﾁｬﾘﾃｨｰｺﾝｻｰﾄ経費

予備費

当期支出合計(C)

当期収支差額(A)-(C)

当期末差額、次期繰越金(B)-(C)

次期繰越金　 ４５，７３８円
会員から泉会へ直接の寄付額　 １，３８１，０００円

146,000

0

0

146,000

 24,808

170,808

100,000

  11,824

8,206

0

0

5,040

0

0

125,070

20,930

45,738

-154,000

0

0

-154,000

0

-154,000

-100,000

    -8,176

    -6,794

            0

  -20,000

    -8,960

            0

  -50,000

-193,930

   39,930

   39,930

ボランティア

物品寄付一般寄付

友の会会員募集

【振込先】
郵便振替　０１１０　９
口座番号　５ ５ ８ ４ １
加入者名  社会福祉法人  泉会  後援会  いずみ友の会
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友の会会費
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ど
れ
が
良
い
か
な
ぁ
～
？

岡本福祉
作業ホーム

　春から夏へと向かう新緑の季節に、今年も生活介護の利用
者の皆さんと園芸活動を行うことができました。今回用意した
お花は、インパチエンス・金蓮花・秋桜・ジニア・ヒマワリの５種
類です。
　まず、利用者の方々に二人一組に分かれていただきました。つ
ぎに、あらかじめ用意しておいた土の入ったプランターに、くぼ
みを作って、種を蒔き、土をかぶせる作業などを行いました。
　活動が始まると、職員から「このあたりにくぼみを作ってく
ださいね」「ここに種を蒔きましょう」「最後に土をかぶせてく
ださい」などの説明を聞きながら、皆さん集中して取り組まれ
ました。

　活動中は、「よいしょっ、よいしょっ」「こんな感じですか？」
と、自分の力でできるところは頑張り、サポートが必要なときは
職員やボランティアの方と協力して、無事に終えることができま
した。利用者の皆さんの表情は、まさに真剣そのもの。「いつ花
は咲くかな？」「早く咲いてほしい！」と、花が咲く日を心待ちに
しながら、楽しく参加されている姿が印象的でした。
　この原稿を書いている時点では、種から芽が出て、すくすくと
育っている最中ですが、本号が発行された頃、岡本ホームの庭
には、百花繚乱、色とりどりの花が咲き誇り、その美しさが私た
ちを楽しませてくれていることでしょう。　

みんなでお花を咲かせましょう 山田　瑶太

　5月に小グループで外出しました。時間を意識した計画を立
てること、外出の機会を共有し社会的経験を積むことを目的と
し、二子玉川ライズへお買い物に行きました。事前にグループで
分かれて、どのお店に行くか、何をするかなど話し合っていま
す。「アイスクリームを食べたい」「好きな雑貨屋さんに行きた
い」「〇〇のグッズがほしい」など、たくさんの意見がでました。
　最初に出かけたグループは洋服屋さんでお買い物。好みやセ
ンスで即決される方もいましたが、4～5着ズボンを試着する方
も。スカートを選ぶ方もいて、普段なかなか見ない姿に職員も
新鮮味を感じました。ファッションを楽しんだ後は、アイスク
リームを食べました。

　次のグループは、雑貨屋さんに行きました。遊べる本屋さんと
いうコンセプトのお店は、ユニークな本や変わった雑貨も置い
ています。見てまわるだけでも楽しめて、本だけでなく、財布や
小物など気にいった物を買う方もいました。
　最後に出かけたグループは、キャラクターグッズのお店へ。
各々、推しキャラグッズをみつけたようです。その後雑貨屋へ移
動。小物やお家にお土産を買ったり、外でお茶をしたりしまし
た。アクティブに行動したグループでした。
　どのグループからも「また行きたい」といった声がありまし
た。お出かけ、楽しかったですね。

二子玉川でお買い物 細田　隼矢

岡本福祉
作業ホーム
玉堤分場

HATして、GOOD!!

ゆ
っ
た
り
テ
ィ
ー
タ
イ
ム

気
分
も
華
や
ぎ
ま
す



1日（土）　玉堤分場
テラス販売
5日（水）　コイノニア
福音寮販売会
11日（火）　コイノニア
うめとぴあ販売会
11日（火）　岡本ホーム
うめとぴあ販売会
12日（水）　コイノニア
教育総合センター販売会
16日（日）　
区民スポーツまつり
16日（水）　コイノニア
福音寮販売会
22日（土）　泉の家
みなみまつり
23日（日）　玉堤分場
もりのこどもまつり
10月下旬　泉の家
民生児童委員大会

08

〒157-0076  世田谷区岡本二丁目33番23号
　 03（3417）3451（代）　　 03（3417）3463
　 izumi@izumikai.jp

〒157-0076  世田谷区岡本二丁目33番24号
　 03（3415）3366（代）　　 03（3415）4976
　 okamoto@izumikai.jp

（岡本福祉作業ホーム内）
　 soudan-okamoto@izumikai.jp

〒158-0087  世田谷区玉堤二丁目3番1号 B1F
　 03（5707）9431（代）　　 03（5707）9433
　 tamatutumi@izumikai.jp

今年も暑い日が続いていますが、熱中症対策をして皆でこの夏を乗り越えたいです。
（玉堤分場　上原 優和）編｜集｜後｜記
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泉 の 家

岡 本 福 祉
作業ホーム

玉 堤 分 場

相談支援センター
お か も と

グループホーム
こ い の に あ

グループホーム
の ぞ み

〒156-0057  世田谷区上北沢一丁目32番14号
　 03（5316）2251（代）　　 03（5316）2252
　 03（5316）2254（グループホーム）
　 koinonia@izumikai.jp

〒190-0182  西多摩郡日の出町平井3030番
　 042（597）1451（代）　　 042（597）2205
　 info@hinodesha.org

〒197-0804  あきる野市秋川二丁目3番1号
　 042（533）3608　　  042（533）3609

コ イノニア
か み き た
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ち
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知
ら
な
か
っ
た

利
用
者
の
姿

16日（金）　玉堤分場
日帰り旅行
30日（金）　日の出舎
秋祭り

1日（土）～12月末　日の出舎
埼玉県こども動物自然公園
アートフェスタ2022
28日（金）　泉の家
日帰り旅行①
28日（金）　コイノニア
日帰り旅行①

4日（金）　泉の家
日帰り旅行②
11日（金）　玉堤分場
Enjoy 玉堤 Festival
11日（金）　コイノニア
日帰り旅行②
11日（金）　泉の家
日帰り旅行③

2日（金）　泉の家
日帰り旅行④
12月中　日の出舎
クリスマス会

2日（水）　コイノニア
福音寮販売会
5日（土）　コイノニア
いっちょうめパン土曜日営業
5日（土）　玉堤分場
テラス販売
8日（火）　コイノニア
うめとぴあ販売会
9日（水）　コイノニア
教育総合センター販売会
16日（水）　コイノニア
福音寮販売会
22日（火）　玉堤分場
うめとぴあの販売会
11月下旬　泉の家
ふれあいフェスタ

3日（土）　玉堤分場
テラス販売
7日（水）　コイノニア
福音寮販売会
13日（火）　コイノニア
うめとぴあ販売会
14日（水）　コイノニア
教育総合センター販売会

3日（土）　コイノニア
いっちょうめパン土曜日営業
4日（日）　玉堤分場
いきいき世田谷文化祭
7日（水）　コイノニア
福音寮
8日（木）　玉堤分場
小田急販売会
10日（土）　玉堤分場
テラス販売
13日（火）　コイノニア
うめとぴあ販売会
14日（水）　コイノニア
世田谷区教育総合センター
21日（水）　コイノニア
福音寮販売会
27日（火）　コイノニア
小田急線販売会　梅ヶ丘駅
28日（水）　コイノニア
福音寮販売会

【お知らせ】 新型コロナウィルスの影響で記載の予定が変更や中止
となる場合があります。また、恒例となっている行事につきまして
も、中止とさせていただいているものがあります。詳しくは、各事業
所までお問い合わせ下さい。

発見
！！


